
 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

アートをもっと身近に，もっと楽しみませんか． 
コーヒーを飲みながら専門家の方から気軽にアートのお話を聞き，また質

問する楽しいカフェです． 
今回は初のオンライン開催。コロナ禍のいま、大勢集まることは叶いませ

んが、お家でコーヒーを飲みながら参加してください。 

桐原 浩 氏 
新潟県立万代島美術館 館長・業務課長 

新潟とも所縁の深い画家水島爾保布(みずし

ま・におう 1884-1958)。彼が文豪谷崎潤一郎

の短編小説に挿絵を添え、大正 8 年に春陽堂

から刊行された挿画本『人魚の嘆き 魔術

師』は有名です。細かい線描と大胆な省略、

白黒の面の対照など、爾保布の挿画の特徴が

遺憾なく発揮され、そこに掲載された人魚の

描写の数々は、彼の挿画を代表するものと言

っても間違いではないでしょう。実は、この

挿画本の前後で、爾保布は魅力的な人魚のイ

メージを幾つか描いています。そうした爾保

布描くところの人魚の図像をご紹介します。 

2021 年 8 月 1 日（日）午後 3時～4時 
形 式：Zoom によるオンライン開催  
参加費：無料 
申込方法：①参加者のお名前、②会員 or 一般、③メールアドレスを記載の上で、メール

（tomo@kenbitomo.org）でお申し込みください。お申込みいただいた方には参加用の URL を

メールでお知らせします。 
申込締切：2021 年 7 月 30 日（金） 
＊参加（視聴）にはタブレット端末、スマホ、パソコンなどが必要です。各自ご用意ください。 

主催：新潟県立美術館 友の会（0258-28-4419） 


